
第４日目 ハワイ島ヒロ 

２０１８年１月１６日（火）曇り所々晴れ 最高気温２６度 

 

08:00am 予定通り Pride of America はヒロ港に入港した。 

ヒロはハワイ島の行政経済の中心地として日系人が中心となって栄えてきた小さな町である。 

フラダンスの発祥の地としても有名で毎年春に行われるメリーモナーク・フラ・フェスティバル

の舞台でもある。 

また、地球上で最も活発な火山として 1983 年から 25 年以上も噴火を繰り返している活火山キ

ラウエア火山のある『キラウエア火山国立公園』の観光拠点としても名高い。 

 

今日はキラウエア火山への初エクスカ―ションである。 

エクスカ―ションは日本語で『寄港地観光ツアー』とでも言うのであろう。 

Pride of American にはすべての寄港地を合わせて 83 のエクスカ―ションが用意されている。 

 

寄港地では多くの旅行社が様々なツアーを催行している。 

今回のエクスカ―ションは以下の事由で NCL 社主催のものを選んだ。 

（１）航程が変更された場合のリスク 

 今回のように航程が突然変更となった場合にはすべて NCL 社が対応してくれる。 

（２）ツアーが遅れた場合 

 ツアー客が戻るまで出航しないことを保証しているが他のツアーでは待たない。 



（３）ツアー価格 

現地旅行社の英語ツアーに比べて高価であるが日本語ツアーに比べては安価である。 

エクスカ―ションの Meeting Time は 08:00am で場所はハリウッドシアターである。 

少し早めの 06:30am に起床し身支度を整え朝食をとりハリウッドシアターに向かう。 

ハリウッドシアターには大勢のゲストたちが集まっていた。 

今日は多くのエクスカ―ションが開催されるようである。 

私たちのエクスカ―ションはキラウエア火山を訪れる初心者向けのものであるが、中には溶岩

のすぐ傍まで歩いて行く溶岩トレッキングなどの上級者向けのエクスカ―ションもある。 

 

出発時刻までは時間がありそうなので妻がトイレに行った直後にツアーが出発した。 

Meeting Time は 08:00am なので 08:00am からツアーの説明があってから出発するとてっきり

思っていたので慌てた。 

船を降りるにはデッキ 3 にある Gangway まで行く必要がある。 

妻が心配であったがとりあえず他のゲストと一緒に Gangway まで行くことにした。 

 

しばらく歩いていると前の方からゆっくりと妻が歩いて来る。 

何事もなかったかのように列に加わる。 

危なかったが何とかセーフ。 

 

キラウエア火山国立公園までは港から約 1 時間を要した。 

英語ツアーなので車内は陽気なアメリカ人で盛り上がっている。 



突然、観光案内が始まった。 

乗車した時にはガイドらしき人は見かけなかった。 

不思議に思って前を見ると運転手が運転しながらガイドをしていた。 

 

港付近は曇り空であったがキラウエア火山の周辺は快晴である。 

遠くのマウナケア火山 4,207m は霞んではいるが辛うじて見えている。 

マウナケア火山の山頂付近には世界 11 ヶ国の研究機関が合計 13 基の天文台を設置している。

日本の国立天文台が設置したすばる望遠鏡もここにある。 

キラウエア火山展望台からはクレータのような殺伐とした風景が広がる。 

大きな剥き出しの溶岩の傍の中央の道は上級者のトレッキングコースである。 

  

次にバスは人気観光スポットの一つである溶岩トンネルに行く。 

鍾乳洞や屋久島や沖縄でトンネルの中に入った経験はあるが溶岩の中は初めてである。 

バス通路の両側は至る所が溶岩の塊である。 

バスは途中々の溶岩の見どころに停まりながら先を急ぐ。 



   

最後にトーマスジャガー博物館を訪れる。 

トーマスジャガー博物館はトーマスジャガー博士の功績を讃えて１９８５年に建立された。 

キラウエア火山から噴出した多種類の溶岩を展示している。                                                                      

その中に『ペレの髪の毛』がある。 

これは溶岩の一種で溶岩が糸状に伸ばされ固まった物である。 

火の女神ペレの逸話とともに展示されている。 

  

博物館展望台から 200m くらいの所にキラウエア・カルデラが見える。 

キラウエア・カルデラからは今も煙が上がっている。夜のキラウエア・カルデラは火口と噴煙が

赤く輝き迫力満点で地球が生きていることを実感できるだろう。 

日本では見ることが難しい広大な溶岩台地と火口近くで吹き上がる噴煙に感動した。 



  

船に戻る途中でバスは『ビッグアイランド・キャンディーズ本社』に立ち寄った。 

いつもはお土産物屋さんに立ち寄るのは余り歓迎しないが、このエクスカ―ションを選択した

理由の一つが『ビッグアイランド・キャンディーズ本社』に立ち寄るからである。 

今回のクルーズを決めた時に娘からチョコレートディップマカダミアナッツショートブレッド

クッキーのリクエストがあった。 

⾧い名前であるが要するにチョコがかかったクッキーである。 

ハワイ定番のお土産である。 

観光客にはホノルルクッキーが有名であるが地元の人はビッグアイランド・キャンディーズの

クッキーを好んでいることを調査済である。 

 

ビッグアイランド・キャンディーズのクッキーはオアフ島のアラモアナセンターや T ギャラリ

ア・ハワイにもあるが本社でしか手に入らない物もある。 

この限定品に娘は弱いことも調査済である。 

 



乗船する前に記念に船の写真を地上から撮った。 

  

船に戻るとお気に入りのアロファカフェで軽いランチをとり、妻は定番のフラダンス教室へ私

はデッキ 6 でいつもの読書の時間を過ごす。 

今日のハイライトは、フラダンス教室 03:15pm、ラン生花でレイ作り教室 04:15pm、レイアロ

ハのアイランドミュージック 06:30pm、ハワイアンメレ＆フラ 07:30pm である。 

フラダンスに関するイベントが目白押しである。 

 

ハワイアンメレ＆フラ 07:30pm はフラダンス教室のチャイナ先生のフラダンスショーである。 

飛び込みで日本代表？も参加していた。 

  



今夜のディナーは『イーストミーツウエスト』を予約した。 

イーストミーツウエストは作りたての麺類やおいしい中華炒め、本格的なスープなど出すアジ

アンレストランである。 

私たちは大好物な春巻き、蟹炒飯、蝦炒物を注文した。 

イーストミーツウエストでは韓国系アメリカ人の夫婦と同席した。 

料理の味はまあまあであるが奥さんの方が盛んに『Salty, Salty』と言っていた。 

きっと、キムチのような味に慣れている方には塩辛く感じるのだろう。 

この奥さんとは船の中や観光地で何回かお会いしたが常にアルコールをお召しになっていた。 

とても陽気な方で心からクルーズを楽しんでいた。 

 

食事の後、試しにハリウッドシアターに行ってみた。 

ハリウッドシアターでは『コメディショー08:30pm』が催される。 

試しという意味は英語のジョークが理解できるかである。 

妻は外国人に交じって笑っていた場面もあったが私にはコメディショーは全く無理である。 

 

今夜は早々に部屋に引き上げた。 

 

 

明日はクルーズ 5 日目、ハワイ島西岸のコーヒーで有名なコナである。 


